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発
言
項
目
一
覧
︵
発
言
順
︶

市
長
減
給
で
プ
ῴ
ル
事
故

の
責
任
が
取
れ
る
の
か

問
　
島
田
市
長
は
議
会
の
冒
頭
、

プ
ー
ル
事
故
の
責
任
を
取
る
と
し

て
減
給
を
提
案
し
た
。
し
か
し
、
職

員
が
検
察
に
書
類
送
検
さ
れ
て
い

る
。
二
十
一
年
間
町
営
プ
ー
ル
管

理
者
で
あ
る
責
任
が
、
減
給
で
取

れ
た
と
い
う
の
か
。

答
　
ど
う
お
わ
び
し
て
も
遺
族
の

心
は
い
え
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
が
、

減
給
し
て
行
政
責
任
を
取
り
ま
し

た
。プ

ῴ
ル
事
故
業
者
の
証
言

の
確
認
は
行
な
ℕ
た
か

問
　
平
成
十
二
年
度
に
プ
ー
ル
管

理
業
務
を
受
託
し
た
業
者
が
、
柵

に
ボ
ル
ト
が
な
い
こ
と
を
報
告

し
、
職
員
か
ら
ボ
ル
ト
を
も
ら
っ

た
と
証
言
し
て
い
る
。
業
者
に
確

認
を
行
な
っ
た
か
。

答
　
職
員
に
聞
き
取
り
調
査
を
行

な
い
、
そ
の
よ
う
な
事
実
は
確
認

で
き
な
か
っ
た
と
、
記
者
会
見
で

発
表
し
ま
し
た
。

プ
ῴ
ル
管
理
業
務
の
仕
様

書
は
清
掃
業
務
中
心
だ
が

問
　
プ
ー
ル
管
理
業
務
の
委
託
仕

様
書
は
清
掃
業
務
中
心
で
、
安
全

確
保
に
つ
い
て
は
大
ざ
っ
ぱ
に
し

か
書
か
れ
て
い
な
い
。
ビ
ル
管
理

業
者
向
き
の
仕
様
書
で
は
な
い
か
。

答
　
事
故
の
一
番
大
き
な
原
因

は
、
危
機
管
理
意
識
の
欠
如
に
あ

り
ま
し
た
。

■
松
尾
勝
一

①
公
益
の
た
め
「
大
型
店
設
置
者
・
市
の
役

割
」
を
条
例
化
せ
よ
②
中
心
市
街
地
の
活
性

化
に
国
の
支
援
措
置
を
活
用
せ
よ

■
小
坂
部
政
勝

①
繰
越
明
許
の
コ
ミ
セ
ン
問
題
②
総
合
支
所

に
消
防
本
部
の
建
設
③
市
道
二
四
五
、
二
六

二
号
の
拡
幅
④
建
設
国
保
負
担
金
の
増
額

■
渡
辺
利
文

①
県
道
さ
い
た
ま
・
上
福
岡
・
所
沢
線
の
拡

幅
整
備
の
促
進
を
②
国
保
の
低
所
得
者
対
策

③
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
対
策
と
雇
用
促
進

■
前
原
か
づ
え

①
国
民
保
護
計
画
は
住
民
の
命
を
守
る
も
の

な
の
か
②
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
汚
染
問
題
③
教
育

費
保
護
者
負
担
の
軽
減
④
道
路
等
植
栽
管
理

■
田
村
法
子

①
発
達
障
害
児
に
通
級
指
導
教
室
の
導
入

②
東
台
小
隣
接
の
旭
住
宅
に
公
共
下
水
整
備

③
委
任
払
い
制
度
導
入
と
一
時
保
育
枠
拡
大

■
粕
谷
正
臣

① 

合
併
一
年
（
即
合
併
効
果
・
一
般
質
問
の

有
効
性
）
②
学
校
教
育
（
マ
ナ
ー
・
モ
ラ
ル

低
下
・
問
題
行
動
・
求
め
る
教
師
像
）

■
鈴
木
　
実

①
上
福
岡
駅
西
口
商
店
街
の
振
興
策
を
②
学

校
図
書
費
の
増
額
・
拡
充
を
③
歩
行
者
優
先

で
西
口
階
段
先
に
横
断
歩
道
の
設
置
を

■
山
川
寿
美
江

①
旧
第
二
小
跡
地
県
道
部
分
は
県
で
買
収
を

②
駒
西
小
前
道
路
の
拡
幅
③
介
護
保
険
料
階

層
の
細
分
化
④
プ
ー
ル
事
故
の
政
治
責
任

プ
ῴ
ル
事
故
調
査
報
告
書

の
評
価
は

問
　
プ
ー
ル
事
故
調
査
報
告
書
を

ど
う
評
価
し
て
い
る
の
か
。

答
　
法
令
を
遵
守
し
た
施
設
整

備
、
緊
急
通
報
設
備
の
設
置
な
ど
、

施
設
安
全
管
理
対
策
に
つ
い
て
貴

重
な
提
言
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

安
全
な
プ
ῴ
ル
実
現
を

問
　
プ
ー
ル
事
故
の
教
訓
を
生
か

し
、
再
開
は
市
長
の
責
任
で
。

答
　
十
万
市
民
か
ら
水
を
奪
う
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
あ
ら
ゆ
る

方
策
を
検
討
し
て
い
ま
す
が
、
結

論
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

市
の
予
算
編
成
見
直
し
と

財
源
確
保
は

問
　
財
政
の
厳
し
い
中
で
、
新
年

度
の
予
算
編
成
の
見
直
し
は
あ
る

の
か
。
そ
の
財
源
の
確
保
は
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

答
　
試
算
で
は
約
一
四
億
円
の
赤

字
と
な
り
ま
す
。
財
源
と
し
て
は

市
税
で
税
源
移
譲
な
ど
を
見
込
ん

だ
ほ
か
、
地
方
債
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

合
併
効
果
を
実
感
で
き
る

取
り
組
み
は

問
　
旧
市
議
会
の
一
般
質
問
で
賛

同
を
得
た
合
併
効
果
を
実
感
で
き

る
取
り
組
み
状
況
と
、
一
般
質
問

の
有
効
性
は
ど
う
か
。

答
　
提
案
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
市

民
意
識
を
高
め
る
の
が
よ
い
の
か

を
含
め
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を

考
え
て
一
年
で
も
早
く
合
併
効
果

を
出
し
た
い
。
旧
市
町
で
の
一
般

質
問
も
、
施
策
同
様
に
正
式
公
認

さ
れ
て
い
ま
す
。

公
益
通
報
者
保
護
法
へ
の

市
の
対
応
は

問
　
内
部
告
発
を
行
な
う
通
報
者

を
保
護
し
、
調
査
を
行
な
う
こ
と

を
義
務
づ
け
た
公
益
通
報
者
保
護

力
を
合
わ
せ
る
ま
ち
づ
く
り

行政

プ ー ル

安
全
な
プ
ー
ル
を
！
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■
岩
崎
公
夫

①
桜
通
線
事
業
は
市
民
の
声
を
生
か
せ

②
上
野
台
団
地
脇
の
県
道
整
備

③
上
福
岡
駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
を

■
細
井
地
久

①
福
岡
小
学
校
前
の
市
道
の
ケ
ヤ
キ
並
木

に
つ
い
て
②
鶴
ヶ
舞
二
・
三
丁
目
地
区
の
西

小
学
校
学
区
編
入
に
つ
い
て

■
堀
口
修
一

①
通
学
区
の
見
直
し
②
学
校
の
老
朽
化
対
策

（
体
育
館
の
照
度
不
足
、雨
漏
り
と
内
外
装
の

塗
り
か
え
な
ど
）
③
八
丁
地
域
の
雨
水
対
策

■
岸
川
彌
生

①
マ
ン
シ
ョ
ン
の
固
定
資
産
税
の
軽
減
が
必

要
②
都
市
農
地
の
保
全
・
防
災
協
力
農
地
登

録
制
度
の
実
施
を
③
藤
間
北
野
歩
道
橋
改
善

■
民
部
佳
代

①
内
部
告
発
に
対
す
る
市
の
対
応

② 

プ
ー
ル
事
故
の
針
金
留
め
の
経
緯
と
委
託

業
務
入
札
に
お
け
る
業
者
指
名
の
ル
ー
ル

■
伊
藤
美
枝
子

①
食
育
推
進
計
画
の
策
定
②
妊
婦
や
幼
児
期

か
ら
の
食
育
推
進
③
栄
養
教
諭
の
配
置
④
高

齢
者
世
帯
に
日
常
生
活
の
困
り
ご
と
援
助
を

■
奥
野
裕
美

①
市
沢
三
丁
目
へ
東
台
小
建
設
に
つ
い
て
説

明
会
実
施
②
通
学
路
の
交
通
安
全
対
策
③
学

童
、
児
童
館
、
児
童
セ
ン
タ
ー
の
役
割
分
担

■
島
田
修
司

①
実
効
性
の
あ
る
環
境
基
本
計
画
の
策
定

②
大
企
業
の
地
下
水
タ
ダ
で
汲
み
上
げ
の
対

応
③
成
年
後
見
制
度
の
常
設
相
談
窓
口
を

■
有
山
　
茂

①
農
業
振
興
に
つ
い
て
②
鶴
ヶ
岡
の
交
差
点

と
歩
道
の
改
修
工
事
は
③
鶴
ヶ
岡
分
館
（
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）
の
建
て
替
え
は

一 般 質 問

法
が
平
成
十
八
年
四
月
か
ら
施
行

さ
れ
た
。
市
の
対
応
は
。

答
　
現
在
は
人
事
課
を
窓
口
に
し

て
対
応
し
て
い
ま
す
が
、
法
律
が

施
行
さ
れ
て
間
も
な
い
こ
と
も
あ

り
、
今
後
整
備
を
進
め
て
い
き
た

い
。旧

大
井
村
役
場
の
保
存
Ὶ

活
用
は

問
　
保
存
、
管
理
、
活
用
に
つ
い

て
。

答
　
生
涯
学
習
課
が
担
当
し
て
い

ま
す
が
、
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
が
定
期
清
掃
や
公
開
時
の
見

学
者
へ
の
ガ
イ
ド
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
活
用
は
、
文
化
的
拠
点
と

し
て
の
利
用
を
考
え
て
い
ま
す
。

‎
東
台
小
‏
隣
の
旭
住
宅

の
下
水
道
整
備
を

※

問
　
東
台
小
︵
仮
称
大
井
第
七
小
︶の

建
設
に
伴
い
、
隣
接
す
る
旭
住
宅

の
下
水
道
の
整
備
は
で
き
な
い
か
。

答
　
東
台
地
域
は
調
整
区
域
の
た

め
、
下
水
道
法
に
基
づ
く
事
業
認

可
の
取
得
に
時
を
要
し
ま
す
。
し

か
し
、
公
共
下
水
道
へ
の
切
り
か

え
を
前
提
と
し
た
下
水
道
管
の
整

備
は
し
て
あ
り
ま
す
。
調
整
区
域

は
区
域
外
流
入
で
あ
り
、
下
流
の

排
水
区
域
を
先
に
定
め
る
必
要
が

あ
り
、
下
水
道
整
備
は
下
流
側
か

ら
実
施
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で

す
。
強
い
要
望
も
あ
り
、
整
備
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

企
業
が
く
み
上
げ
る
地
下

水
は
年
間
い
く
ら
か

問
　
企
業
が
タ
ダ
で
く
み
上
げ
て

い
る
地
下
水
は
、
個
人
の
も
の
で

は
な
く
﹁
公
水
﹂
で
あ
る
。
く
み
上

げ
量
を
金
額
に
す
る
と
年
間
い
く

ら
に
な
り
、
何
世
帯
分
に
相
当
す

る
の
か
。
ま
た
市
長
の
今
後
の
対

応
は
。

答
　
年
間
で
約
四
億
一
、
三
〇
〇

万
円
。
約
九
、
三
六
五
世
帯
分
に

相
当
し
ま
す
。﹁
負
担
の
公
平
性
﹂

は
数
字
だ
け
で
あ
ら
わ
せ
ま
せ
ん
。

今
後
は
水
道
に
切
り
か
え
て
も
ら

う
よ
う
、
企
業
に
お
願
い
し
ま
す
。

鶴
嵂
岡
分
館
建
て
替
え
の

進
捗
は

問
　
鶴
ヶ
岡
分
館
︵
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
︶
の
建
て
替
え
の

進
捗
状
況
は
。

答
　
三
回
の
入
札
を
し
ま
し
た
が
、

い
ま
だ
受
注
者
が
決
ま
っ
て
い
ま

せ
ん
。
再
度
、
早
急
に
入
札
を
進

め
、
今
後
受
注
業
者
が
決
定
し
た

ら
、
近
隣
住
民
説
明
会
を
開
き
、
そ

の
後
工
事
に
着
工
、
平
成
十
九
年

八
月
完
成
、
十
月
に
開
館
の
予
定

で
す
。

元
福
岡
の
防
衛
庁
住
宅
の

入
口
歩
道
整
備
は

問
　
元
福
岡
の
防
衛
庁
住
宅
の
入

口
歩
道
整
備
に
つ
い
て
は
。

答
　
関
係
地
権
者
か
ら
協
力
を
得

ら
れ
る
よ
う
に
説
明
を
し
て
き
ま

し
た
が
、
歩
道
に
接
す
る
宅
地
の

出
入
口
な
ど
の
こ
と
も
あ
り
、
進

ん
で
い
ま
せ
ん
。
歩
道
整
備
の
必

要
性
は
十
分
認
識
し
て
お
り
、
現

在
も
交
渉
を
進
め
て
い
ま
す
。
年

明
け
に
も
、
交
渉
し
ま
す
。

渋
滞
緩
和
に
県
道
拡
幅
を

問
　
県
道
さ
い
た
ま
・
上
福
岡
・
所

沢
線
の
ビ
バ
ホ
ー
ム
か
ら
関
越
道

の
下
ま
で
の
拡
幅
整
備
の
促
進
を

す
べ
き
だ
。
埼
玉
り
そ
な
銀
行
大

井
支
店
前
の
Ｔ
字
路
を
中
心
に
朝

夕
は
交
通
渋
滞
が
続
き
、
大
変

困
っ
て
い
る
。
地
域
の
方
々
も
安

全
な
県
道
を
願
っ
て
い
る
。
亀
久

保
交
差
点
の
整
備
と
一
緒
に
進
め

る
よ
う
に
、
県
に
強
く
要
望
し
て

ほ
し
い
。

答
　
県
は
亀
久
保
交
差
点
の
整
備

を
先
に
行
な
う
た
め
、
測
量
を
始

め
ま
す
。
関
越
道
ま
で
は
そ
の
後

に
整
備
を
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

東
西
連
絡
道
路
等
の
事
業

は
中
止
を

問
　
六
五
億
円
︵
一
ｍ
＝
三
、
〇

〇
〇
万
円
︶
の
む
だ
な
道
路
建
設

で
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
圧
迫
、
交

通
渋
滞
と
排
気
ガ
ス
を
ま
き
散
ら

し
、
市
民
生
活
と
住
宅
市
街
地
を

分
断
す
る
。
規
模
の
小
さ
い
東
西

連
絡
地
下
道
の
整
備
で
市
民
が
行

き
交
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
。

答
　
財
政
的
に
厳
し
い
の
で
足
ど

め
を
し
て
い
ま
す
。
六
五
億
円
も

の
財
政
を
短
期
間
に
投
入
す
る
余

裕
は
あ
り
ま
せ
ん
。
有
効
な
方
策

を
決
定
し
、
市
民
の
期
待
に
沿
う

も
の
に
し
た
い
。

※学校設置条例により、（仮称）大井第七小の学校名は東台小になりました。
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